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ありがとう　議事堂

そして未来へ…

57年間
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特
　
　
集

一
般
質
問

　現在の議事堂は、1965年（昭和40年）5月に現市庁舎の
隣接地に建設され、半世紀以上経過した歴史ある建物
ですが、新市庁舎建設に伴い57年の歴史に幕を閉じます。

　次回の6月定例会からは、桐生
地域地場産業振興センターの中
3階にある第2ホールを議場の代
替施設として、使用します。
　新市庁舎は、令和5年1月に着工
し、令和6年12月に完成予定です。
　なお、新しい議場は、新市庁舎
の4階に設置される予定です。

　仮議場で行う本会議につきましては、
設備の都合上、生中継を行うことができ
ません。
　大変ご不便をおかけしますが、本会議
開催後に配信される動画をご覧ください。

お知らせ
大切な

ありがとう　議事堂

桐生地域地場産業振興センター
仮議場は、こ

こだ！

仮議場の入口（中3階にある第2ホール）

桐生地域地場産業振興センター

本会議場

議事堂全体

特集1
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集

　３月定例会では、令和４年度桐生市一般会計予算、７事業の
特別会計予算、桐生市水道事業会計予算及び桐生市下水道事業
会計予算について審議を行い、それぞれ可決しました。
　同予算を可決するにあたっては、予算特別委員会（委員20
人で構成）を設置し、３月２日（水）～４日（金）の３日間にわた
り慎重に審査を行いました。

市役所 6階へ
議会事務局も移転しました

旧議会事務局（議事堂1階）

新議会事務局（市役所6階エレベーター前）

特集2

　４月から正副議長室、会派控室や議会
事務局は、現市庁舎の新館６階へ仮移転
しました！

ご注意ください！！

予
算
特
別
委
員
会  

開
催
！
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概
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特
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一
般
質
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こどもへのワクチン接種は中止すべき

そのほか…「太陽光発電所による新たな被害、近隣家屋に与える影響」について質問

若
者
の
未
来

飯
島
　
英
規 

議
員

無
会
派

　
　
臨
床
試
験
が
終
わ
っ
て
い
な
い
遺
伝
子
ワ

ク
チ
ン
を　
代
、　 

代
の
未
来
の
希
望
で
あ
る

若
者
た
ち
に
は
打
っ
て
も
ら
い
た
く
な
い
。
特

に
、
判
断
能
力
の
低
い
５
歳
か
ら　
歳
の
小
児

の
接
種
に
つ
い
て
は
中
止
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
市
の
考
え
は
。

若
者
の
接
種
に
対
す
る
見
解
は

問　
　
子
供
を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
接
種

を
希
望
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
も
、
予

防
接
種
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
安
心
し
て
接
種

を
受
け
ら
れ
る
機
会
を
提
供
い
た
し
た
い
。
小

児
は
保
護
者
の
理
解
や
同
意
を
得
ら
れ
て
か
ら

の
接
種
が
大
原
則
と
な
る
が
、
接
種
に
つ
い
て

理
解
で
き
る
お
子
様
の
場
合
は
、
本
人
の
意
志

が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

接
種
を
受
け
ら
れ
る
機
会
の
提
供
を

答

　３月17日（木）・18日（金）の２日間にわたり、16人の
議員が一般質問を行い、市政に関する問題について、市当
局の見解を求めました。

※氏名の横は所属会派名（無会派は会派に属さない議員）

テーマは自由
　質問する内容は、議案とは
関係なく、市政に関し自由に
決め、事前に通告しています。

　議長、副議長及び監査委員を務める議員は、
慣例により一般質問は行なっておりません。
【議長：北川久人議員（左）、副議長：岡部純朗議員（中）、
監査委員：周藤雅彦議員（右）】

質問時間は40分
　議員１人の質問時間は、市
当局からの答弁も含めて、40
分以内です。

般一 質 問ここが聞きたい！

Sustainable Development Goals
持続可能な 開 発 目 標

SDGs（エスディージーズ）とは…
　「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称であり、
国際社会共通の目標です。

議 員 の 案提
じ
ま

い
い

ひ
で

き

10

11

20

「持続可能な開発目標（SDGs）を桐生市のまちづくりに生かす条例」に基づき、議員の提案に関連する主な
目標ロゴを掲載します。

ワクチン接種
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定
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概
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一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集

災
害
へ
の
備
え

丹
羽
　
孝
志 

議
員

公
明
ク
ラ
ブ

そのほか…「災害時の仮設住宅」「国の財政支援」などについて質問

に

た
か

わ

し

御
城
印
に
期
待

久
保
田
　
裕
一 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

そのほか…「来街者に優しい駐車場のあり方」について質問

く

ぼ

た

ゆ
う
い
ち

　
　
災
害
へ
の
支
援
と
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
活
用

も
可
能
な
移
動
型
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
と
移
動

型
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
も
数
台
保

有
す
べ
き
だ
と
思
う
が
当
局
の
見
解
は
。

数
台
保
有
す
べ
き

問　
　
移
動
型
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
、
災
害
時

の
み
な
ら
ず
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
多
く
の
集
客

が
見
込
ま
れ
る
場
面
で
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
現
在
、
他
の
自
治
体
や
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

の
普
及
を
推
進
す
る
団
体
な
ど
と
共
に
導
入
・

活
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
移
動
型
仮
設

住
宅
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
仮
設
住
宅
以
外

の
場
面
で
、
市
が
平
常
時
に
活
用
す
る
用
途
が

現
時
点
で
は
想
定
で
き
ず
、
課
題
も
あ
る
た
め

慎
重
な
調
査
・
研
究
が
必
要
と
考
え
る
。

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
研
究
中

答

　
　
お
城
を
訪
れ
た
記
念
と
し
て
「
御
城
印
」

を
収
集
す
る
こ
と
が
旅
行
目
的
の
一
つ
と
し
て

人
気
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
歴
史
文
化
を
発

信
す
る
上
で
も
有
効
的
だ
と
考
え
て
い
る
。

「
御
城
印
」
を
活
用
し
て
市
内
の
代
表
的
な
城

跡（
桐
生
柄
杓
山
城
、
山
上
城
、
深
沢
城
な
ど
）

の
周
遊
観
光
に
取
り
組
む
こ
と
を
提
案
す
る
が

当
局
の
見
解
は
。

城
跡
の
歴
史
文
化
を
観
光
に
生
か
し
て
は

問　
　「
御
城
印
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
近
隣
の

歴
史
観
光
資
源
同
士
の
周
遊
や
市
内
へ
の
観
光

客
訪
問
な
ど
一
定
効
果
の
可
能
性
が
あ
る
。
市

内
及
び
広
域
周
遊
観
光
の
拠
点
と
な
る
シ
ル
ク

ル
桐
生
の
更
な
る
利
活
用
も
併
せ
、
今
後
、
所

管
す
る
関
係
団
体
等
と
検
討
し
て
い
く
。

観
光
関
係
団
体
等
と
検
討
し
て
い
く

答

そのほか…「菱町地内、林野火災の対応」「桐生市人口ビジョン」について質問

新
た
な
起
爆
剤

石
渡
　
宏
明 

議
員

創
志
会

　
　
蚕
糸
業
の
隆
盛
を
支
え
た
「
桑
畑
」
の
多

く
が
現
在
、
担
い
手
が
お
ら
ず
耕
作
放
棄
地
と

化
し
て
い
く
中
、
生
育
環
境
の
酷
似
性
を
生
か

し
、
全
国
有
数
の
「
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
畑
」
と
し

て
蘇
え
ら
せ
た
他
市
で
の
好
事
例
が
多
く
あ
る
。

桐
生
の
大
地
は
最
適
環
境
に
あ
り
「
ワ
イ
ン
特

区
」
認
可
等
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
新
た
な

試
み
を
提
案
し
た
い
。

シ
ル
ク
産
業
か
ら
ワ
イ
ン
産
業
へ

問　
　
桐
生
産
ブ
ド
ウ
を
活
用
し
た
6
次
産
業
化

は
、
新
里
が
誇
る
「
野
菜
」
や
「
フ
ル
ー
ツ
」、

「
豚
肉
」な
ど
を
彩
る
、
地
域
活
性
化
の
一
助
に

な
る
と
考
え
る
。
長
野
県
東
御
市
の
事
例
等
を

参
考
に
、
ま
ず
は
経
緯
や
内
容
等
の
情
報
収
集

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

地
域
活
性
化
の
一
助
に
な
る
と
考
え
る

答

桐生に「ワイン・ヴィレッジ構想」を
議 員 の 案提

新たな観光ブームを取り入れてみては
議 員 の 案提

災害時の支援と平常時の活用
議 員 の 案提

い
し
わ
た

ひ
ろ
あ
き

災害時トイレ

柄杓山城跡

なだらかな傾斜地に育成する桑の樹
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特
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一
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そのほか…「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革」「助けを求めるハンドサイン」について質問

安
心
安
全
な
住
宅
を

福
島
　
賢
一 

議
員

ク
ラ
ブ

ふ
く
し
ま

け
ん
い
ち

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備

辻
　
正
男 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

つ
じ

ま
さ

お

　
　
大
規
模
住
宅
団
地
（
城
の
岡
、
新
堀
、
岡

の
上
、
鷹
ノ
巣
、
渡
良
瀬
）
の
高
齢
化
率
が
高

く
な
っ
て
い
る
現
在
、
日
常
生
活
に
与
え
る
影

響
は
大
き
く
、
生
活
環
境
の
整
備
は
急
務
で
あ

る
。
各
団
地
を
１
つ
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

し
て
捉
え
、
診
療
所
や
ス
ー
パ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
等
の
設
置
に
向
け
た
独
自
の
住
生
活
基

本
計
画
を
策
定
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

各
団
地
に
か
か
る
独
自
の
計
画
策
定
は

問
　
　
市
内
の
各
住
宅
団
地
の
現
状
や
諸
問
題
を

精
査
す
る
と
と
も
に
、
群
馬
県
と
連
携
し
て
行

っ
て
い
る
同
種
の
課
題
の
情
報
交
換
等
を
さ
ら

に
進
め
、
郊
外
型
の
大
規
模
住
宅
団
地
を
１
つ

の
ま
ち
と
し
て
捉
え
た
住
宅
施
策
の
計
画
策
定

を
今
後
、
研
究
・
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

研
究
・
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

答

さ

と
う

み
つ
よ
し

21

　
　
桐
生
市
で
は
公
衆
無
線
L
A
N
の
設
置
は

さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
隣
他
市
で
は
す
で
に
設

置
さ
れ
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
公
衆
無
線
L
A
N
設
置

に
つ
い
て
の
現
状
と
見
解
、
ま
た
予
定
は
。

設
置
に
つ
い
て
の
現
状
と
方
針
は

問
　
　
現
在
、
シ
ル
ク
ル
桐
生
や
黒
保
根
町
交
流

促
進
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
議
会
の
議
事
堂
に
お
い

て
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
需
要
が
増
え
て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
環

境
の
整
備
な
ど
、
地
域
の
情
報
化
を
推
進
す
る

上
で
大
変
重
要
な
事
項
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
、
公
衆
無
線
L
A
N
の
利
用
可
能

施
設
数
の
増
加
に
向
け
て
、
関
係
部
署
と
情
報

共
有
し
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

増
加
に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
た
い

答

桐生市役所

渡良瀬団地

そのほか…「交通安全対策」「消費者トラブル」について質問

そのほか…「旧、学校給食中央共同調理場、跡地の利活用」について質問

カ
ッ
コ
ソ
ウ

佐
藤
　
光
好 

議
員

創
志
会

　
　
現
在
、
自
然
観
察
の
森
で
は
、
人
工
気
象

器
に
よ
る
カ
ッ
コ
ソ
ウ
の
発
芽
や
移
植
地
で
の

生
育
状
況
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
移
植
地

を
増
や
し
、
カ
ッ
コ
ソ
ウ
を
身
近
で
観
察
で
き

る
観
光
資
源
と
し
て
「
カ
ッ
コ
ソ
ウ
観
察
の
森

構
想
」
を
掲
げ
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

「
カ
ッ
コ
ソ
ウ
観
察
の
森
構
想
」は

問
　
　
自
然
観
察
の
森
は
、
鳴
神
山
の
自
生
地
と

標
高
差
が
あ
り
、
気
温
な
ど
の
条
件
が
異
な
る

た
め
、
カ
ッ
コ
ソ
ウ
の
繁
殖
に
は
あ
ま
り
適
し

て
い
な
い
。
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
は
難
し

い
が
、
観
察
の
森
の
移
植
地
は
、
観
察
と
保
全

を
啓
発
す
る
目
的
で
整
備
し
て
あ
る
の
で
、
今

後
も
保
全
活
動
の
啓
発
に
活
用
で
き
る
よ
う
移

植
地
の
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

観
光
資
源
と
し
て
は
難
し
い

答

カッコソウ

カッコソウを観光資源にできないか
議 員 の 案提

公共施設に公衆無線LANの設置を
議 員 の 案提

大規模住宅団地をコンパクトシティに
議 員 の 案提
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集

台
風
　
号

田
島
　
忠
一 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

そのほか…「気候危機の今、温室効果ガス排出の抑制とＳＤＧｓ達成に向けた再生可能エネルギーを推進すること」について質問

た

じ
ま

ち
ゅ
う
い
ち

　
　
令
和
元
年
に
発
生
し
た
台
風
　
号
に
つ
い

て
、
当
市
で
は
現
行
制
度
と
な
っ
て
初
め
て
全

人
口
の
6
割
を
超
え
る
7
万
人
に
避
難
勧
告
が

発
令
さ
れ
た
。
こ
の
勧
告
を
発
令
す
る
決
断
を

し
た
時
の
市
長
の
心
境
は
。

避
難
勧
告
発
令
時
の
市
長
の
心
境
は

問　
　
当
市
初
の
避
難
勧
告
発
令
で
あ
り
、
夜
間

の
避
難
で
あ
っ
た
が
、
市
民
の
安
全
を
第
一
に

考
え
、
早
め
に
避
難
で
き
る
よ
う
決
断
し
た
。

避
難
情
報
の
発
令
は
、
市
民
の
生
命
を
守
る
た

め
の
災
害
時
に
お
け
る
市
長
と
し
て
の
最
大
の

使
命
と
身
を
持
っ
て
再
確
認
し
た
。
躊
躇
せ
ず

避
難
情
報
を
発
令
で
き
た
こ
と
は
、
以
後
の
災

害
対
策
や
市
政
運
営
に
生
か
す
べ
き
大
き
な
経

験
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

市
民
の
生
命
を
守
る
の
は
最
大
の
使
命

答

新里、黒保根地域のこれからは
議 員 の 案提

避難勧告を出した市長の心境は
議 員 の 案提

ひ
と

み

た
け

お
　
　
地
域
振
興
は
、
地
域
の
資
源
を
有
効
に
活

用
し
て
持
続
的
な
発
展
を
す
る
た
め
に
必
要
で

あ
る
ま
た
、
地
域
に
住
む
人
達
の
自
己
実
現
が

で
き
る
場
所
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
地
域

の
人
々
と
共
に
、
地
域
に
あ
る
自
然
、
さ
ら
に

は
地
域
が
育
ん
で
き
た
歴
史
や
文
化
を
大
切
に

し
な
が
ら
居
心
地
の
い
い
場
所
を
作
っ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
両
地
域
が
誇
る
こ
れ
ら
の
宝
の

山
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
振
興
を
進
め
て

い
け
ば
、
ど
こ
に
も
負
け
な
居
心
地
の
い
い
地

域
を
作
っ
て
い
け
る
と
確
信
し
て
い
る
。

人
、
自
然
、
伝
統
、
文
化
を
大
切
に
す
る

答 　
　
今
後
の
新
里
、
黒
保
根
地
域
の
地
域
振
興

の
在
り
方
と
総
括
に
つ
い
て
問
う
。

地
域
振
興
の
総
括
に
つ
い
て
伺
う

問

民法を改正し、同性婚を可能に
議 員 の 案提 わ

た
な
べ

ひ
と
し　

　
市
と
し
て
は
、
双
方
の
性
別
が
同
一
で
あ

る
婚
姻
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て

い
な
い
と
の
国
の
判
断
に
従
っ
て
い
る
が
、
多

様
性
を
認
め
合
う
こ
と
が
共
生
社
会
の
第
一
歩

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
「
ぐ
ん
ま
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」に
賛
同
し
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
な
ど
の
方
々
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
の
方
々
を
支
援

答 　
　
婚
姻
と
は
男
女
間
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
。
ま
た
、
性
的
思
考
は
本
人
の
意
思
で
変

え
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
世
論
調
査
に
お
い

て
も
、
同
性
婚
を
認
め
る
べ
き
だ
と
い
う
声
が

多
い
。
市
と
し
て
同
性
婚
を
認
め
る
こ
と
を
国

に
求
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
見
解
は
。

同
性
婚
を
認
め
る
こ
と
を
国
に
求
め
て

問

19

19

避難所の様子

そのほか…「新里地域おこし協力隊」「新里町内の道路整備の状況」について質問

地
域
振
興
の
力
と
は

人
見
　
武
男 

議
員

創
志
会

新里・黒保根地域図

そのほか…「市内河川の水害対策」「国際女性デーに連帯し、男女格差を無くすこと」について質問

世
論
も
賛
成
多
い

渡
辺
　
恒 

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

ぐんまパートナーシップ宣誓書等様式

黒保根地区

新里地区
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

そのほか…「コロナ禍における障がい者の活動」について質問

ダ
ン
ス
教
育

近
藤
　
芽
衣 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

こ
ん
ど
う

め

い
　
　
今
後
世
界
に
羽
ば
た
く
可
能
性
の
あ
る
子

供
に
と
っ
て
、
踊
る
こ
と
は
世
界
中
の
人
と
気

軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
れ
る
ツ
ー
ル

の
一
つ
。
よ
り
深
く
ダ
ン
ス
を
経
験
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
義
務
教
育
に
お
け
る
ダ
ン
ス
教
育

に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
外
部
講
師
を
迎

え
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
当
局
の
見
解
は
。

ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
迎
え
て
は

問　
　
現
在
、
学
校
に
お
け
る
外
部
講
師
に
よ
る

学
習
支
援
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に

あ
る
「
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
可
能
な
学
習
支
援
に
つ
い
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

現
時
点
に
お
い
て
は
、
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
も
同

様
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
援

答

そのほか…「桐生市公営住宅等長寿命化計画」について質問

今
こ
そ
互
い
に
連
携

園
田
　
基
博 

議
員

創
志
会

そ
の

だ

も
と
ひ
ろ

　
　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
国
際
化
に
対
応
す
る
た

め
に
、
国
際
交
流
と
多
文
化
共
生
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
す
み
分
け
は
。

国
際
交
流
と
多
文
化
共
生
の
す
み
分
け
は

問　
　
国
際
交
流
は
、
国
際
交
流
の
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
市
民
の
国
際
感
覚
と
理
解
を
深
め

る
た
め
の
事
業
等
を
行
う
。
一
方
、
多
文
化
共

生
は
、
互
い
の
文
化
的
違
い
を
認
め
合
い
、
対

等
な
関
係
を
築
く
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
構

成
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
る
。

両
事
業
は
明
確
に
す
み
分
け
る
よ
り
、
リ
ン
ク

さ
せ
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
今
後
、
両
事

業
の
重
要
度
が
増
し
て
い
く
の
で
、
お
互
い
を

尊
重
・
理
解
し
な
が
ら
連
携
を
深
め
、
市
主
導

に
よ
る
組
織
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

す
み
分
け
る
よ
り
、
リ
ン
ク
さ
せ
る

答

ポストコロナの国際化に対応を
議 員 の 案提

個性ある多くの大人との関わりを
議 員 の 案提

歌
代
　
公
司 

議
員

無
会
派

う
た
し
ろ

じ

こ
う

そのほか…「防犯カメラの設置」について質問 

　
　
新
年
度
か
ら
、
高
校
で
の
金
融
教
育
が
行

わ
れ
る
。
激
変
す
る
時
代
の
な
か
で
は
、
一
層
、

様
々
な
リ
ス
ク
の
理
解
や
自
助
努
力
の
考
え
方

が
大
切
に
な
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
金
融

教
育
が
行
わ
れ
る
の
か
。

桐
生
市
立
商
業
高
校
で
の
金
融
教
育
は

問　
　
高
校
で
は
令
和
4
年
度
か
ら
主
に
家
庭
科

と
公
民
科
の
授
業
で
扱
う
こ
と
に
な
る
。
桐
生

市
立
商
業
高
校
で
は
、
家
庭
科
と
公
民
科
の
担

当
教
員
が
中
心
と
な
り
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、

外
部
講
師
の
活
用
も
考
え
て
い
る
。
年
間
で
家

庭
科
6
〜
8
時
間
、
公
民
科
2
時
間
程
度
を
予

定
し
て
い
る
。
2
教
科
と
も
に
金
融
商
品
の
特

徴
や
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
具
体
的
に

学
ぶ
予
定
で
あ
る
。

家
庭
科
・
公
民
科
の
教
員
が
担
当

答

高
校
で
の
金
融
教
育

人生の知恵になる「金融教育」を 
議 員 の 案提

ダンスの授業のイメージ

国際交流の様子

桐生市立商業高校
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議
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か

特
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生
活
困
窮
者
支
援

山
之
内
　
肇 

議
員

公
明
ク
ラ
ブ

そのほか…「桐生市を公民連携先進都市へ」について質問

や
ま

の

う
ち

は
じ
め

　
　
市
役
所
に
は
福
祉
、
教
育
、
住
宅
な
ど
生

活
に
関
す
る
様
々
な
窓
口
が
あ
る
が
、
各
課
が

本
気
で
連
携
す
れ
ば
、
行
政
の
保
有
す
る
情
報

を
適
切
に
活
用
し
て
機
能
的
に
生
活
困
窮
者
の

発
見
、
そ
し
て
必
要
に
応
じ
た
支
援
へ
と
展
開

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
を
仕
組
み
と
し
て

位
置
づ
け
、
徹
底
的
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

庁
内
連
携
は
必
要
不
可
欠

問　
　
今
ま
で
の
相
談
業
務
は
、
職
員
の
能
力
に

頼
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
各
課
連
携
に
よ
る

ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共
有
な
ど
垣
根
を
超
え
た
方

法
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
は
、
関
係
す

る
各
課
と
連
携
す
る
中
で
、
柔
軟
性
を
持
っ
た

組
織
作
り
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い

答

本気の庁内連携で生活困窮者を支援！
議 員 の 案提

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

関
口
　
直
久 

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

そのほか…「市庁舎建設」「新型コロナウイルス対策」について質問

せ
き
ぐ
ち

な
お
ひ
さ

　
　
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
で
、
多
数
の
命
が
奪

わ
れ
て
い
る
。
女
性
、
子
供
が
国
を
離
れ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て

市
長
の
考
え
は
。
ま
た
、
衛
生
用
品
や
生
活
物

資
等
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長
の
考
え
と
今
後
の
支
援
は

問　
　
多
く
の
国
民
の
尊
い
命
が
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
現
状
は
、
市
長
と
し
て
大
変
許
し
が

た
い
状
況
だ
と
思
っ
て
い
る
。
桐
生
市
は
平
和

都
市
宣
言
を
行
っ
て
お
り
、
平
和
首
長
会
議
の

加
盟
都
市
で
あ
る
。
一
日
も
早
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
平
和
が
戻
る
こ
と
を
切
に
願
い
、
世
界
平
和

と
国
際
社
会
の
中
、
地
域
の
市
民
が
平
和
で
安

心
安
全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
る
。

出
来
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

許
し
が
た
い
状
況
に
で
き
る
限
り
の
支
援

答

多くの命が奪われる状況に対する考えは 
議 員 の 案提

そのほか…「安全・安心の水の安定供給」などについて質問

教
員
不
足

河
原
井
　
始 

議
員

ク
ラ
ブ

か

わ
ら

い

は
じ
め

　
　
昨
年
４
月
に
文
部
科
学
省
が
公
立
小
中
高

な
ど
の
教
員
不
足
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
い

全
国
で
2
5
5
8
人
が
欠
員
の
状
況
だ
っ
た
。

教
員
の
負
担
が
増
え
た
し
わ
寄
せ
は
子
供
に
及

ぶ
。
教
員
と
子
供
の
学
ぶ
環
境
を
改
善
す
る
た

め
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
見
解
は
。

教
員
Ｏ
Ｂ
を
活
用
す
る
こ
と
の
見
解
は

問　
　
教
職
員
の
確
保
は
、
特
に
近
年
に
お
け
る

課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
教
育

委
員
会
で
は
、
過
去
数
年
間
の
教
職
員
リ
ス
ト

を
活
用
し
、
退
職
さ
れ
た
先
生
方
や
教
員
免
許

を
保
有
す
る
非
常
勤
の
先
生
方
も
含
め
て
任
用

可
否
の
情
報
を
集
め
る
な
ど
し
て
い
る
。
今
後

も
、
突
発
的
な
教
職
員
の
任
用
に
速
や
か
に
対

応
で
き
る
よ
う
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
情
報
収
集

答

今こそ教員ＯＢの出番 
議 員 の 案提

21

教員のイメージ

桐生市役所

桐生市役所
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定 例 会月3

詳細はこちら

本会議
会　　　　期 2月21日～3月18日（26日間）

市長提出議案 39件　※新年度予算10件、補正予算4件を含む

委員会提出議案 １件 議員提出議案 １件

3
月
定
例
会
は
、
2
月
　
日
か
ら
3
月
　
日

ま
で
の
　
日
間
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
　

件
、
委
員
会
提
出
議
案
1
件
、
議
員
提
出
議

案
1
件
、
請
願
2
件
の
審
議
の
ほ
か
、　 

人

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

21

26

16
39
18

付託委員会

総 務 委 員 会

受理番号 件　　　　　　　　　名

賛 否 の 公 表

◎不採択となった請願

第13号 「『日米地位協定』の見直しを求める意見書」を政府
にあげる事の採択を求める請願

付託委員会

総 務 委 員 会

受理番号 件　　　　　　　　　名
◎継続審査となった請願

第12号
日本政府に核兵器禁止条約の批准を求める意見書
採択の請願

付託委員会

経済建設委員会

受理番号 件　　　　　　　　　名
◎継続審査となった陳情

第６号 食の安全を求めて国等に意見書提出を求める陳情

人 事 案 件
　市議会は、次の人事案件４件に同意又は異議ない旨回答することに
決定しました。

決　　　　議
　次の決議案が議員より提出され、審議の結果、原案のとおり可決し
ました。
　「ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議する決議」

請 願 審 査
　請願２件の審査を行った結果、１件が不採択、１件が閉会中の継続
審査となりました。

陳 情 審 査
　令和４年２月25日開催の経済建設委員協議会において、陳情１件の
審査を行い、その結果、継続審査となりました。

いし い けん ぞう

◇監査委員：石　井　謙　三 氏（再任）
◇固定資産評価審査委員会委員：井　出　敬　子 氏（新任）
◇人権擁護委員候補者：塩　入　栄美子 氏（再任）
◇人権擁護委員候補者：星　野　憲　司 氏（新任）

い で こけい

ほし の じけん

しお いり こえ み

周
　
藤
　
雅
　
彦

福
　
島
　
賢
　
一

河
原
井
　
　
　
始

岡
　
部
　
純
　
朗

新
　
井
　
達
　
夫

北
　
川
　
久
　
人

佐
　
藤
　
光
　
好

佐
　
藤
　
幸
　
雄

山
之
内
　
　
　
肇

丹
　
羽
　
孝
　
志

田
　
島
　
忠
　
一

辻
　
　
　
正
　
男

久
保
田
　
裕
　
一

近
　
藤
　
芽
　
衣

人
　
見
　
武
　
男

園
　
田
　
基
　
博

関
　
口
　
直
　
久

渡
　
辺
　
　
　
恒

歌
　
代
　
公
　
司

飯
　
島
　
英
　
規

工
　
藤
　
英
　
人

石
　
渡
　
宏
　
明議案番号・議案

議　員　氏　名 結　　果

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

欠
欠
欠
欠
欠
欠
欠
欠

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

原案可決

桐生市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例案
令和4年度桐生市一般会計予算
令和4年度桐生市国民健康保険事業特別会計予算
令和4年度桐生市介護保険事業特別会計予算
令和4年度桐生市後期高齢者医療事業特別会計予算
令和4年度桐生市水道事業会計予算

一般職の職員の給与に関する条例及び桐生市一般職の任期付職
員の採用等に関する条例の一部を改正する条例案
桐生市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例案市

　
長
　
提
　
出

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず

議案第3号
議案第6号
議案第16号
議案第23号
議案第25号
議案第26号
議案第30号
議案第31号

○：賛成　×：反対　△：退席　－：除斥　欠：欠席●賛否が分かれた議案
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賛 否 の 公 表 ●出席議員の全員賛成で可決した議案

議案番号 議　　　　案　　　　名 結　　果

原案可決

承　　認

原案可決

異議ない旨
回答するこ
とに決定

同　　意

市
　
　
　
　
長
　
　
　
　
提
　
　
　
　
出

委
員
会

提
出

議
員

提
出

報告第1号
議案第1号
議案第2号
議案第4号
議案第5号
議案第7号
議案第8号
議案第9号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
議案第14号
議案第15号
議案第17号
議案第18号
議案第19号
議案第20号
議案第21号
議案第22号
議案第24号
議案第27号
議案第28号
議案第29号
議案第32号
議案第33号
議案第34号
議案第35号
議案第36号
諮問第1号
諮問第2号
議第1号議案
議第2号議案

専決処分（令和3年度桐生市一般会計補正予算（第10号））の承認を求めるについて
桐生市事務分掌条例の一部を改正する条例案
桐生市教育に関する事務の職務権限の特例を定める条例の一部を改正する条例案
特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正する条例案
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案
桐生市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案
群馬県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について
桐生市小口資金融資促進条例の一部を改正する条例案
桐生市観光ビジョンの策定について
桐生市下水道事業ストックマネジメント全体計画の策定について
市道路線の廃止及び認定について
桐生市史編さん審議会条例案
桐生市個人情報保護条例の一部を改正する条例案
桐生市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案
桐生市交通指導員設置条例の一部を改正する条例案
桐生市新里町毒島体育振興基金条例を廃止する条例案
第11次桐生市交通安全計画（令和4年度～令和8年度）の策定について
桐生市立学校施設長寿命化計画の策定について
令和3年度桐生市一般会計補正予算（第11号）
令和3年度桐生市発電事業特別会計補正予算（第1号）
令和4年度桐生市学校給食共同調理場事業特別会計予算
令和4年度桐生市農業集落排水事業特別会計予算
令和4年度桐生市新里温水プール事業特別会計予算
令和4年度桐生市発電事業特別会計予算
令和4年度桐生市下水道事業会計予算
令和3年度桐生市一般会計補正予算（第12号）
令和4年度桐生市一般会計補正予算（第1号）
監査委員の選任につき同意を求めることについて
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
桐生市議会基本条例の一部を改正する条例案
ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議する決議案

次回定例会の開催予定は…

　市議会だよりは、紙面の都合で発言の一部
（要旨）を掲載しています。詳しくは、図書館
で会議録をご覧ください。
　なお、会議録は桐生市ホームページからで
もご覧いただけます。

６月３日（金）からです。
意
見
交
換
会

議
会
報
告
会

　令和４年第１回定例会の議会報告会・
意見交換会につきましては、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大防止のため、意見
交換会の開催は中止とし、議会報告会は
５月下旬に You Tube（ユーチューブ）で
の動画配信を予定しています。
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桐生市議会 検索 https://www.city.kiryu.lg.jp/shigikai/

ご あ い さ つ
　平素は議会活動に対しまして多大なるご理解と、
ご協力を頂いておりますことに、心より敬意と感謝
を申し上げます。
　さて、第１回定例会をもちまして、現議場は役目
を終えることとなりました。次回定例会からは、仮
議場として、地場産業振興センターで行います。
　また、第１回定例会は、一般議案のほか、令和４
年度予算を審議いたしました。正副議長を除く全議
員20名で構成した予算特別委員会を開催し、各委員
が持ち時間の中で、様々な質疑をし、可決されまし
た。
　議場は変わりますが、市政のさらなる発展のため、
今までと同様、議員一丸となって取り組んでまいり
たいと思います。

二次元コードの読み取り方
Step
1 スマホのカメラ、

またはアプリを
起動する。

スマホを二次元
コードにかざす。

Step
2

Step
3

表示された読み取り結果
をタップする

岡 部  純 朗 副議長

フェイスブック ツイッター

■発行／桐生市議会　〒376－8501　群馬県桐生市織姫町1－1
　　　　　　　　　 （0277）46－1111
■編集／桐生市議会事務局
■印刷／太陽印刷工業株式会社

北 川  久 人 議長

　１月14日に開催された「群馬県市議会議長会臨時
総会」において、北川久人議長、人見武男議員及び
田島忠一議員が、市議会議員として10年以上在職し
地方自治の振興発展に寄与した功績顕著な議員とし
て感謝状が贈呈されました。（撮影時のみマスクを外しています）

　「桐生市の誇りであ
る繊維産業を応援する
条例」の主旨に基づき、
 2 月22日の本会議にお
いて、議員及び執行部
は、着物を着て本会議
に出席しました。
　「きもの議会」の開
催は、今年で４回目と
なります。

表彰されました

田島議員 人見議員 北川議長

きもの議会


